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桜
川
市
消
防
団
女
性
分
団
の
発
団
式
が
、
６
月
７
日
に
市
役
所
岩
瀬
庁

舎
で
行
わ
れ
、
桜
川
市
消
防
団
の
皆み

な

川が
わ

光み
つ

吉よ
し

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
桜
川
市
で
初
の
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
様
々
な
消
防
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
。

今
な
ぜ
女
性
消
防
団
が
　
　

　
　
　
　
　
　
　
必
要
か
？

　
現
在
の
社
会
は
、
性
別
に
捉
わ

れ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
し

て
い
く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
男
性
中
心
だ
っ
た
消

防
団
に
お
い
て
も
、
女

性
な
ら
で
は
の
配
慮

や
優
し
さ
を
活
か
し

た
消
防
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

　
女
性
分
団

は
、
原
則
火

災
な
ど
の
災

害
活
動
に
は
従

事
せ
ず
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
に
、

そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

主
な
活
動
内
容

・
基
本
的
訓
練
礼
式
の
習
得

・
救
急
救
命
講
習
へ
の
取
り
組
み

・
市
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・
市
消
防
出
初
式
へ
の
参
加

・�

春
季
・
秋
季
火
災
予
防
運
動
の

実
施

・�

そ
の
他
消
防
防
災
に
関
す
る
普

及
広
報
活
動

・�

大
規
模
災
害
時
の
後
方
支
援
活

動

■問合先／生活安全課（☎ 58-5111・75-3111、内線 2282）

～
地
域
の
安
全
を
み
ん
な
の
力
で
守
る
～

昨
年
度
結
成
さ
れ
た
加
茂
部
第
２
区
の
訓

練
の
様
子
。
桜
川
消
防
署
員
か
ら
消
火
器

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

市民の力で
安全･安心なまちづくり

し
、
防
火
思
想
や
救
急
救
命
法
の

普
及
啓
発
、
子
ど
も
や
高
齢
者
と

い
っ
た
災
害
弱
者
へ
の
ケ
ア
な
ど

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
現
在
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
応
急

手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
の
た
め

厳
し
い
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
応
急
手
当
の
講
習
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
他
に
も
、
各
小
学
校
の
防
災
訓

練
や
、
火
災
予
防
運
動
に

参
加
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
防
災
意
識
の
啓
発
に

も
努
め
ま
す
。

市
消
防
団
女
性
分
団
発
団
式

　
今
回
、
桜
川
市
と
し
て
初
め
て

の
女
性
消
防
団
員
と
な
っ
た
15
人

の
方
々
は
、
市
内
に
在
住
・
在
勤

し
て
い
る
18
～
50
歳
の
方
を
対
象

と
し
た
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
り
ま

し
た
。
職
業
も
、
会
社
員
・
自
営

業
・
主
婦
な
ど
様
々
な
職
業
の

方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
団
員
を
代
表
し
て
酒さ

か

寄よ
り

美み

佳か

さ
ん
が
「
私
た
ち
女
性
消

防
分
団
は
、
女
性
と
し
て
の
持
て

る
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
桜
川

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
安
心
で
安

全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
全
員
一
丸
と
な
っ
て
、
消
防

団
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。」
と
、
宣
誓
。
中
田
市
長
、

増
田
市
議
会
議
長
か
ら
は
「
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
で
、《
女
性
だ

か
ら
出
来
る
こ
と
》
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
市
の
消
防
活
動
を
展
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
激
励
さ
れ

応
急
手
当
普
及
員
を
目
指
し

て
、
桜
川
消
防
署
員
か
ら
指

導
を
受
け
る
団
員
の
皆
さ
ん
。

真剣な表情で、自動体外式除細動器（AED）操作、
心肺蘇生法などを習得しています。

市民の大きな期待を受け、辞令を交付された桜川女性消防分団のみなさん。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う
！

女
性
消
防
分
団
が
発
足

～
女
性
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
～

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が
　
　

　
　
　
　
　
必
要
な
の
か
？

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
公
的
機
関
に
よ
る
救
援
・
救

助
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
被
災
地
域
で
早
急

に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
例
え
ば
、
阪
神
大
震
災
や
新
潟

中
越
地
震
の
時
の
よ
う
に
、
道
路

や
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
や
、
同

時
に
多
数
の
火
災
や
ケ
ガ
人
が
発

生
し
た
場
合
、
通
常
と
同
じ
よ
う

な
消
防
活
動
や
救
助
活
動
を
行
う

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
家
屋
内
で
生
き
埋
め
に
な
っ
た

人
の
救
助
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
約

80
％
の
人
は
自
力
で
這
い
出
し
た

か
、
家
族
や
隣
人
に
よ
っ
て
救
助

さ
れ
た
も
の
で
す
。
公
的
機
関
に

よ
る
救
助
は
約
20
％
と
い
う
調
査

報
告
が
あ
り
ま
す
。
大
災
害
が
発

生
し
た
時
の
初
期
救
助
活
動
の
大

き
な
力
と
な
る
も
の
は
、
地
域
住

民
の
助
け
合
い
の
精
神
に
よ
る
自

主
的
な
防
災
活
動
で
す
。

　
自
主
防
災
で
得
た
知
識
や
活
動

に
よ
っ
て
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
区
で
も
、
行
政
区

が
中
心
に
な
っ
て
災
害
に
対
応
す

る
た
め
の
組
織
を
結
成
し
て
く
だ

さ
い
。
支
援
事
業
と
し
て
、
結
成

助
成
金
の
支
給
な
ど
を
行
い
ま

す
。実

際
に
何
を
す
る
の
？

　
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
迅
速
か
つ
安
全
に
対
応
す
る

に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
地
区
の
集
会
な
ど

で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
、
消
火
器
・
救
出
機
材
・
備
蓄

品
な
ど
の
防
災
資
機
材
を
購
入

し
、
実
際
に
防
災
訓
練
を
行
う
こ

と
で
地
域
一
体
と
な
っ
た
組
織
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

平
常
時
の
主
な
活
動

・
防
災
訓
練
の
実
施

・
防
災
知
識
の
啓
発

・
災
害
危
険
個
所
の
巡
回
・
点
検

・
資
機
材
の
購
入
・
点
検

災
害
時
の
主
な
活
動

・
初
期
消
火
活
動

・
負
傷
者
の
救
助
・
救
護

・
避
難
の
誘
導

・
情
報
の
収
集


